
 

 

実践のまとめ（第２学年 理科） 

 

弥彦村立弥彦中学校 教諭 宮路 隆宏 

 

１ 研究テーマ 

「生徒が自ら調べてみたい・探究してみたいと興味・関心を高める課題設定」 

 

２ 研究テーマについて 

 (1) テーマ設定の意図 

学習指導要領（平成29年告示）では、自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を

働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に

探究するために必要な資質・能力を育成することを目指すとされている。また、理科の見

方・考え方は「自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学

的な視点で捉え、比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考え

ること」とされている。 

理科の見方・考え方を培うためには、生徒自身が主体的に学習することが必要である。そ

のため、生徒の興味・関心を高める課題設定に重点を置いて、授業改善を行うよう、本テー

マを設定した。 

 

 (2) 研究テーマに迫るために 

  ① ワークシートやタブレットなど思考整理のためのツールの活用 

    実験を行う際は、ワークシートを活用し、実験説明の時間短縮を図る。また、意見交換

についてもワークシートを用いることで、視覚的に整理しやすくなるよう工夫を行う。 

    授業の振り返りは、意見の共有と考えの整理をスムーズに行うため、タブレットのロイ

ロノートを用いる。その振り返りをもとに次時の課題を決定できるように心がける。 

② 単元を通した魅力ある課題の設定 

    生徒が授業に対して、興味・関心をもつことが学習意欲に直結すると考えている。その

ため、生徒が魅力を感じる課題の設定が必要不可欠である。生徒の生活経験に直結した

課題、あるいは、実験を通して試行することで解決することのできる課題を設定した

い。生徒が授業後に行う振り返りから出た疑問や発見から課題を設定する。 

 

 (3) 研究テーマに関わる評価 

・単元前と後のアンケートを比較して、電流についての興味・関心が高まっているか、正し

い知識が身につき、日常生活との関連について、考えを広げることができているかを分析す

る。 

・予想から考察の思考の変遷や話し合い活動での様子を見て、科学的根拠をもって考えを広

げることができているかを見取る。 

 

３ 単元と指導計画 

 (1) 単元名 

第１章 電流・電圧・抵抗（中学校科学２ 学校図書） 

 



 

 

 (2) 単元（題材）の目標 

① 電流に関する事物・現象を日常生活や社会と関連付けながら、回路と電流・電圧、電

流・電圧と抵抗、電気とそのエネルギーについて基本的な概念や原理・法則などを理解

しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身に付けること｡〔知識、技能〕 

② 電流に関する現象について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを

行い、その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流の働きの規則性や関係性を見いだ

して表現しているなど、科学的に探究すること。〔思考力、判断力、表現力等〕 

③ 電流に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり、振り返ったりするなど、

科学的に探究しようとすること。〔主体的に学習に取り組む態度〕 

 (3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

電流に関する事物・現象を

日常生活や社会と関連付けな

がら、回路と電流・電圧、電

流・電圧と抵抗、電気とその

エネルギーについて基本的な

概念や原理・法則などを理解

しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、

実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身

に付けている。 

電流に関する現象につい

て、見通しをもって解決する

方法を立案して観察、実験な

どを行い、その結果を分析し

て解釈し、電流と電圧、電流

の働きの規則性や関係性を見

いだして表現しているなど、

科学的に探究している。 

電流に関する事物・現象に

進んで関わり、見通しをもっ

たり振り返ったりするなど、

科学的に探究しようとしてい

る。 

 (4) 単元の指導計画と評価計画（全15時間、本時８／15時間） 

次 

(時数) 
学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

１ 

（４） 

 

 

 

・電流・電圧・抵抗 ◎回路の電流や電圧の大

きさを正しく表そう。 

 

◎回路の電流・電圧・抵

抗にどのような関係があ

るか見つけよう。 

知識・技能 

電気用具記号を正しく書い

ており、電流計と電圧計を

正しく使って値を読みとっ

ている。 

【ワークシート】 

思考・判断・表現 

電流と電圧の関係について

実験を行い、比例関係にあ

ることを科学的に見出して

いる。 

【レポート】 

主体的に学習に取り組む態度 

電流 ・電 圧 につ いて 、 興

味・関心をもち回路を流れ

る電流や電圧の規則性を見

つけようとしている。 

【ワークシート】 

２ 

（４） 

・直列・並列回路 ◎抵抗器の直列回路・並

列回路で、電流・電圧・

抵抗はどのような関係に

あるかを説明しよう。 

知識・技能 

直列・並列回路と電流・電

圧・抵抗の大きさの規則性

を関 連付 け て理 解し て い

る。 



 

 

【ワークシート】 

思考・判断・表現 

電流と電圧の関係を見出す

実験の結果を整理し、グラ

フに 表現 す るこ とが で き

る。     

【レポート】 

主体的に学習に取り組む態度 

直列回路・並列回路の違い

について、興味・関心をも

ち、回路に流れる電流や電

圧の規則性を見つけようと

している。 

【ワークシート】 

３ 

（４） 

・電気エネルギー ◎電気エネルギーの大き

さを正しく表そう。 

 

◎電熱線のはたらきは、

電力や時間とどのような

関係にあるかを説明しよ

う。 

 

知識・技能 

電流と電圧の関係を見出す

実験が正しくできる。 

【パフォーマンステスト】 

思考・判断・表現 

抵抗の値と発熱量の関係に

つい て解 決 する 実験 を 行

い、 結果 を グラ フで 表 現

し、 比較 す るこ とが で き

る。 

【レポート】 

４ 

（３） 

・電気の性質と私たち

の生活 

◎電力や熱量、電力量に

ついて例を挙げて説明し

よう。 

知識・技能 

電力や熱量、電力量につい

て例を挙げて説明すること

ができる。 

【ワークシート・発言】 

主体的に学習に取り組む態度 

電力や熱量、電力量の概念

を理解し、電気とエネルギ

ーについて科学的に探求し

ようとしている。 

【ワークシート】 

 

４ 単元と生徒 

 (1) 単元について 

生徒はこれまでに、小学校第３学年で「磁石の性質」、「電気の通り道」、について、

第４学年では「電気の働き」、第５学年で「電流がつくる磁力」、第６学年では「電気の

利用」など、電流の働きや磁石の性質について初歩的な学習をしている。本単元では、理

科の見方・考え方を働かせ､電流とその利用について観察、実験などを行い、電流、電流と

磁界について日常生活や社会と関連付けながら理解させるとともに、それらの観察、実験

などに関する技能を身に付けさせ、思考力、判断力、表現力等を育成していくことをねら

いとしている。これらのことを踏まえ、電流とその利用として、回路と電流・電圧、電

流・電圧と抵抗について学習をすすめていく。 

   電流の単元は、計算を求められたり、電流が目に見えなかったりすることから、身近に

あるにも関わらず、生徒の苦手意識は払拭しづらい単元である。 



 

 

 (2) 生徒の実態 

   科学的な根拠をもって思考したり、生活経験と結びつけて考えたりすることが苦手であ

る。そのため、授業の中での体験や観察・実験を大切にして、思考させることが有効であ

ると考えられる。 

   小学校第６学年で「電気の利用」など、電流の働きや磁石の性質について初歩的な学習

をしているが、モーターカーを作成したこと以外は覚えておらず、基礎的な内容は定着し

ていないと考えられる。 

 

５ 本時の展開（令和７年10月16日実施） 

 (1) ねらい 

家庭の電気配線が並列回路であることを、直列回路と並列回路の電圧を測定する実験や

話し合い活動を通して根拠をもって説明できる。 

 (2) 展開の構想 

   本時では、タブレット（ロイロノート）とワークシートを併用し、生徒の意見交換の場

ではタブレットを使用し、個人での考えをまとめたり、整理したりする場ではワークシー

トを使用する。また、前時の生徒の振り返りから課題を設定する。今回は家庭の電気回路

がどのようになっているかを電気製品の表示を見たり、電気回路を組み立てたりするこ

と、話し合い活動から根拠をもって説明できるようにしたい。 

 (3) 展開 

時間 

(分) 
学習活動 

教師の働き掛け 

予想される児童（生徒）の反応 
□評価○支援◇留意点 

10 ○前時の学習内容の振

り返りをもとに確認

する。 

 

○家庭での電気回路が

どのようになってい

るかを考える。 

○本時の課題を確認す

る。 

 

 

・学習の振り返りの中で、電圧の

大きさについて触れているもの

を選択し、紹介する。 

 

・家庭での電気回路は直列回路な

のか、並列回路なのかを予想さ

せる。 

 

 

 

○生徒の振り返りを映し、

全体で共有する。その振

り返りの中から本時の課

題を決定する。 

30 ○枝分かれした電気回

路を作成し、電圧を

測定する。 

 

○班で話し合いを行

う。 

 

○班で話し合った結果

と実験結果を発表す

る。 

・抵抗器を３つ用いた直列回路、

並列回路を作成し、電圧を測定

する。 

 

・電気製品の表示を見せ、共通し

ている点や異なる点に気がつか

せる。 

・話し合いの内容と実験の結果か

ら根拠をもとに説明できるよう

にする。 

□正しく電気回路を作成

し、電圧を正確に測るこ

とができる。 

【見取り】 

○電気製品の表示を資料で

用意する。 

 

◇電圧がどの製品でも同じ

ことに気がつかせたい。 

 

10 ○本時のまとめを行

う。 

○本時の振り返りを行

う。 

・生徒の発表をもとにまとめを行

う。 

・ロイロノートを用いて、振り返

りを行う。 

 

 

□振り返りで根拠をもって

家庭の電気回路について説

明できる。 

【ロイロノート】 

家庭の電気配線はどのような回路になっているか。理由・根拠をもって説明しよう。 



 

 

 (4) 評価 

資料や実験、生活経験をもとに根拠をもって家庭の電気回路について説明することができ

る。 

 

６ 実践を振り返って  

(1) 授業の実際 

生徒が毎時間書いている授業の振り返りの生徒の疑問や考えたことから関連させて、

「家庭の電気配線はどのようになっているか」という課題につながるように構成し、授業を

実践した。 

前時の学習内容の確認を授業の振り返りをもとに行い、その中で本時の課題につなげ

た。直接的に家庭の電気配線について触れた振り返りは見られなかったため、強引な課題へ

の誘導になってしまったと感じた。課題の答えを

予想させたが、こちらの意図に反して多くの生徒

が、「並列回路である」という予想を行った。そ

の理由として「多くの電流を流すことができるか

ら」というものが多かった。 

実験では、３つの抵抗器を並列につなぐため

に、太い銅線を使用したが、生徒は初めて使用す

るものであったにも関わらず、説明を十分に聞い

て、装置を理解し、正しく回路の組み立てを行う

ことができていた。ほとんどの班で電圧計、電流

計を正しく使い、正確な計測を行うことができ、

実験はスムーズに進んだ。その後、家電製品の定格表示を提示し、実験結果と合わせて思考

させた。定格表示からほどんどの家電製品では100Ｖの電圧を必要とすることに気がつき、

まとめを行うことができた。 

班で話し合う場面では、実験の結果を解釈し、結論の根拠とするような思考の深まりを

見ることができなかった。 

 

(2) 研究テーマに関わる評価 

ここでは主として、「単元を通した魅力ある

課題の設定」について述べる。単元前後のアンケ

ートから、生徒は電気という単元にあまり関心が

ないことがわかる。しかしながら、今回の授業を

通して興味・関心が高まったと肯定的な回答をし

た生徒が63.3％であった。家庭の電気配線につい

ての理解が深まったかという質問については、肯

定的な回答をした生徒が86.7％と高い割合であっ

た。このことから、「家庭の電気配線はどのよう

になっているか」という課題は生徒の日常生活に

即しており、生徒の興味・関心が高まるものであ

ったといえる。 

図１ 授業の様子 

図２ 電気の分野に興味があるか 

図３ 興味・関心が高まったか 
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授業後の振り返りから、全ての生徒が家庭

の電気配線は並列であると理解することがで

きていた。多くの生徒が「家庭の電気配線

は、同じ電圧がかかる必要があるため並列回

路である」という結論を出していたが、中に

は、予想の時にみられた「多くの電流を流す

ことができるから」といった、今回気がついてほしかった点とは別の場所に視点をおいてし

まった生徒が見られた。また、並列回路であることの利点（回路の一部が途切れても使用で

きること）に気がついた生徒はほとんど見られなかった。話し合う場面で実験の過程につい

ても意見交換がされていれば、様々な視点が生まれていたかもしれない。 

  

 

 

(3) 今後の課題 

   この単元で授業を実践するにあたって、想定より多くの時間を必要とした。生徒が電流と

は何か、電圧とは何かを理解することに時間を要したことが原因である。単元を通した魅力

ある課題を設定するためには、生徒の興味・関心を高める必要があるが、基礎的な知識も押

さえる必要があり、そこが不十分であった。課題について、考察したり、説明したりする際

に用語が正しく使えず、説明が不十分である場面が見られた。振り返りを書かせたり、説明

をさせたりする際に、文章の形式をはっきり示す必要があると感じた。 

思考整理のためのツール活用については課題

が多く残った。考えを他者に共有するためにロ

イロノートを中心にＩＣＴを活用することがで

きたが、考えを整理するという活用にはならな

かった。生徒が説明をする際に、思考を整理し

たり、段階的に思考をしたりするためにツール

を使うことが有効であると考えられる。説明す

るための根拠や理由を実験で示し、それをどの

ように解釈するのかを順を追って考えることが

できるような方法を模索したい。 
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図５ 生徒Ａの振り返り 図６ 生徒Ｂの振り返り 

図４ 家庭の電気配線についての理解が深まったか 

図７ 授業の様子 
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